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■スイス連邦工科大学、カトリカ大学リオデジャネイロ校と「高密度居住環境」について共同研究

2015年7月28日〜8月5日の間にスイス連邦工科大学よりライナー・ヘール氏、カトリカ大学リオデジャネイロ校よりナンダ・エ

スクス教授を講師として招聘し、共同研究を行った。ブラジルのリオ・デ・ジャネイロのファベーラ（スラム）を対象エリアにSpace 
of Commonsの研究と課題（インフラ、教育、居住）を解決する提案を作成した。9月15日より2週間ほど、リオデジャネイロに滞

在し、継続した研究を行う予定である。最終的には、日本の木造密集地域などに方法論を応用し、有効性の検証を行う。

ファベーラの都市形態（左スケッチ）と横浜戸部の都市組成を密度や建物形態から比較研究

高密度で乱立する住まいにヴォイド（空白）を明け、風通しや日光を通す提案。ヴォイドが連続していくこと
でファベーラのアーティキュレーションが変化し、まちに新たな活力が生まれる。

住み手による創造的な住環境”Creative Neighborhoods”をテーマに、ブラジルのファベーラと

東京の木造密集地域を対象に調査。現代都市に求められるSpace of Commonsの考察と提案。
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